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 じどうしゃ
自動車を

さいしょ

最初に
つく

作ったのはだれ 

●フランス
じん

人のキュニョー 

 １７７０
ねん

年、フランス
じん

人のキュニョーという
ひと

人が、
さいしょ

最初にエンジンをつけた
じどうしゃ

自動車を
つく

作り

ました。これは、
じょうき

蒸気エンジンをつんで、
にんげん

人間が
そうじゅう

操縦して
はし

走る
じどうしゃ

自動車で、
たいほう

大砲をつんで
はこ

運ぶ

ために
つく

作られた
さんりんしゃ

三輪車でした。
じ そ く

時速３．５キロメートルで、およそ１キロメートルのきょり

を
はし

走りました。
じ そ く

時速３．５キロメートルというと、
にんげん

人間が
ある

歩くスピードよりおそいのですが、

これが
さいしょ

最初の
じどうしゃ

自動車でした。 

  しかし、
じょうき

蒸気エンジンは、かなりの
りょう

量のけむりやばいえんを
だ

出すので、だんだん
じどうしゃ

自動車に

は
つか

使われなくなり、
つく

作られなくなりました。 

 このころ、
で ん き

電気
じどうしゃ

自動車も
かつ

活やくしました。しかし、じゅう
でん

電に
じ か ん

時間がかかりすぎることや、
はし

走れるきょりがとても
みじか

短いという
けってん

欠点があり、やがて、ガソリンエンジンをつんだ
じどうしゃ

自動車

に、とってかわられてしまいました。 

●ガソリンエンジンの
じ だ い

時代 

 ガソリンエンジンの
じどうしゃ

自動車を
はつめい

発明したのは、ドイツ
じん

人のダイムラーとベンツです。
ふ た り

二人は、

それぞれ
べつべつ

別々にガソリンエンジンを
はつめい

発明し、１８８６
ねん

年に
じどうしゃ

自動車を
はし

走らせたのです。その
ご

後、

ガソリンエンジンは
かいりょう

改良され、
せいのう

性能がよくなってきました。ガソリンエンジンは、
こ が た

小型で、
ちから

力も
つよ

強く、すぐにエンジンがかかり、
なが

長いきょりを
はし

走ることができ、スピードもかなり
で

出る

という、すぐれた
てん

点をもっているので、
いま

今では
せかいじゅう

世界中で
つか

使われています。 

                                                           （監修・青木  国夫） 

 

 

 

 


